
旅
の
絵
日
記

エ
ハ
ガ
キ
の
愉
し
み

・日程：2022年11月6日（日）

・時間：13時～16時（3h）

・定員：10名（先着順）

・料金：3,000円（税込）

　*お菓子とお茶付

目黒区にゆかりのあるお菓子をご用意

雑
誌「
毎
日
グ
ラ
フ
」と

「
サ
ラ
イ
」の
連
載

『誰もやっていない思いついた事

をやってみる』というアイデア帳

の中から、雑誌取材を利用して、

実践した記事たち。趣味と実益

を兼ねた、バブル時代ならではの

お仕事。海外にもいけたし、小さ

な事にお金をかけられた。まさに

バブルだったかもしれないけれ

ど、消えてなくならず宝となっ

た。

・日程：
2022

年11月
5日（土

）

・時間：
13時～

16時（3
h）

・定員：
10名（先

着順）

・料金：
3,000

円（税込
）

　*お菓
子とお

茶付

イベン
ト

その
３

旅
の
絵
日
記

エ
ハ
ガ
キ
の
愉
し
み

始まりは、病気で入院していた

友人へ宛てたこと。旅先からそ

の日の出来事をイラストと

ちょっとした文字でハガキに描

いて送る。い
つの頃から奥様へ

の安否確認のようなものに。こ

れまで300
枚近くある絵葉書か

らセレクトしてご紹介。“
誰にで

もできる”素敵なこと。

・日程
：202

2年1
1月6

日（日
）

・時間
：13時

～16
時（3
h）

・定員
：10名

（先
着順）

・料金
：3,0

00円（
税込
）

　*お
菓子と

お茶
付

スラ
イド

イベ
ント

その
1

路
上
観
察
家
と
し
て

目
黒
区
の
愉
し
み

路
上
観
察
と
し
て
東
京
23
区
を
、
歩

き
出
し
て
半
世
紀
。
目
黒
区
を
初
め

て
歩
い
た
の
は
、
20

04
年
5月

25

日
。
こ
れ
ま
で
目
黒
区
を
ど
う
や
っ

て
面
白
が
っ
て
歩
い
た
の
か
、
路
上

観
察
的
視
点
で
、
撮
り
溜
め
た
写
真

と
一
緒
に
見
て
ゆ
き
ま
す
。
自
分
な

り
の
愉
し
み
方
に
、ピ

ン
ト
を
絞
っ

て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

・日
程：
20
22
年1
1月
3日
（木
・祝
）

・時
間：
13
時～
16
時（
3h
）

・定
員：
10
名（
先着
順）

・料
金：
3,0
00
円（
税込
）

　*
お菓
子と
お茶
付

ス
ラ
イド

目黒
区に
ゆか
りの
ある
お菓
子を
ご用
意

林丈二
イラストレーター、エ

ッセイスト、

明治文化研究家、そ
して路上観察家

1947年 東京練馬
区に誕生

1954年 小学校の
頃より絵を描くのが

好き

1960年 小学高学
年で調査マニアの

片鱗をみせる

1968年 武蔵美入
学／カメラを携えた

街歩きを知る

1970年 古本屋で
見つけた雑誌でマ

ンホールの蓋と出
会う

1970年 11月12日
 マンホールの蓋 

初撮影・荒玉水道

1972年 2月29日
 何かにみえてしま

うもの初撮影

1972年 サンリオ
入社 スヌーピーの

デザインを担当

1977年 サンリオ
退社 フリーとなる

1981年 母の死をき
っかけにマンホール

のふたの出版を決意

1981年 明治の新
聞を読み始める

1984年 マンホー
ルのふた〈日本編〉

出版・話題に

1986年 路上観察
学会を藤森、赤瀬川

、南、松田らと設立

1988年 毎日グラ
フにて初の連載執

筆

1989年 雑誌サラ
イの創刊とともに連

載スタート

2002年 日本絵葉
書会創立・参加

2006年 第10回ヴ
ェネチア・ビエンナ

ーレ建築展日本館

 藤森建築と路上観
察 参加 

2013年 旅の絵日
記ーエハガキの愉

しみー出版

2016年 10月5日
 文明開化がやって

来た出版

ペ
ー
スユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

ト
ー
キ
ョ
ー

中
目
黒
駅 目

黒
川

駒
沢
通
り

山
手
通
り

至
池
尻 至
恵
比
寿

至
祐
天
寺

至
目
黒

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
三
の
五
の
三

〇
三（
四
四
〇
〇
）五
〇
三
八

午
後
十
二
時
〜
夜
七
時

月・火
お
休
み

こ

上
観
察
家
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、そ

し
て
明
治
文
化
研
究
家
な
ど
、多
く
の
肩
書
き
を
お

持
ち
の
林
丈
二
さ
ん
で
す
が
、今
回
の
個
展
で
は
そ

の
肩
書
き
分
す
べ
て
を
展
示
い
た
し
ま
す
。会
場
は
、

林
丈
二
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
を
で
き
る
範
囲
で
再
現
し
、そ
の
全

て
を
展
示
販
売
。ま
た
五
日
間
の
会
期
中
、三
回
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
開
催（
◎
目
黒
区
の
街
の
写
真
と
、明
治
時
代
の
新
聞

記
事
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
、◎
雑
誌「
サ
ラ
イ
」「
毎
日
グ
ラ
フ
」へ

の
寄
稿
記
事
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
ネ
タ
、◎
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の

「
旅
の
絵
日
記
」か
ら
絵
葉
書
と
そ
の
旅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
三
本

立
て
）。ほ
か
に
も
伝
説
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
の
靴
底
の
小
石
や
、

前
回
の
個
展
作
品「
鬼
は
ど
こ
？
」ま
で
、林
丈
二
さ
ん
の“

あ
れ

も
こ
れ
も”

を
展
示
い
た
し
ま
す
。乞
う
ご
期
待
な
の
で
す
。

路

あ
れ
も
こ
れ
も
展

林丈二

令
和
四
年
十
一
月
二
日(

水)

〜
六
日(

日)

午
後
十
二
時
〜
夕
方
六
時

林丈二 あれもこれも展

2022.11.2 wed. - 6 sun.

12:00-20:00

※スライドショー開催中は、ご予約ない方の入場は一部のみの観覧＋お時間30分以内とさせていただきます。あらかじめご了承ください。

※林丈二さんの在廊は18時まで

◎その1：路上観察家・目黒区の愉しみ

◎その2：「毎日グラフ」と「サライ」

◎その3：「旅の絵日記」から

〒153-0061 東京都目黒区中目黒3-5-3

03-4400-5038 ／ time@space-utility.com
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1968年 武蔵美入学／カメラを携えた街歩きを知る

1970年 11月12日 マンホールの蓋 初撮影・荒玉水道

1972年 2月29日 何かにみえてしまうもの初撮影

198 1年 母の死をきっかけにマンホールのふたの出版を決意

1984年 マンホールのふた〈日本編〉出版・話題に

1986年 路上観察学会を藤森、赤瀬川、南、松田らと設立

2006年 第10回ヴェネチア・ビエンナーレ建築展日本館／路上観察 参加

林
丈
二
さ
ん
が

路
上
観
察
家
と
し
て

東
京
23
区
を

《
ち
ゃ
ん
と
》
歩
こ
う
と
し
て
、

初
め
て
歩
い
た
日
マ
ッ
プ

Special Feature林 丈二

　

１
９
８
５
年
１
月
23
日
の
夕
方
�
拙
宅
﹁
２
０
２
号
室
﹂
の
チ
�
イ
ム
が
鳴
る
�

ド
ア
を
開
け
る
と
�
赤
瀬
川
さ
ん
が
そ
こ
に
い
て
�
﹁
ガ
ロ
二
十
年
史 

木
造
モ
ル

タ
ル
の
王
国
﹂
︵
青
林
堂
発
行
︶
と
い
う
厚
み
が
８
�
５
cm
も
あ
る
マ
ン
ガ
本
を
差

し
出
し
�
落
ち
着
い
た
低
い
声
で
﹁
赤
瀬
川
で
す
﹂
�
﹁
こ
れ
�
出
た
ば
か
り

の
�
﹂
と
い
う
挨
拶
が
あ
り
�
そ
れ
を
受
け
取
り
�
部
屋
に
入
�
て
い
た
だ
く…

�

　

部
屋
に
は
�
す
で
に
十
人
の
お
客
さ
ま
︵
こ
の
集
ま
り
を
企
画
し
た
新
潮
社
の
方
な

ど
数
人
を
含
む
︶
が
お
待
ち
で
す
�
き
�
か
け
は
�
僕
が
ヨ
�
ロ
�
パ
で
撮
�
た
﹁
マ
ン

ホ
�
ル
の
蓋
の
写
真
を
見
る
会
﹂
で
し
た
が
�
さ
ら
に
�
大
き
な
目
的
は
�
﹁
赤
瀬
川
さ

ん
と
藤
森
照
信
さ
ん
を
会
わ
せ
る
﹂
と
い
う
も
の
で
し
た
�
そ
の
出
会
い
が
�
後
の
﹁
路

上
観
察
学
会
﹂
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
�

　

そ
れ
は
と
も
か
く
�
私
は
そ
れ
ま
で
�
赤
瀬
川
さ
ん
は
﹁
千
円
札
裁
判
の
人
﹂
と
い
う
こ

と
し
か
知
ら
ず
�
﹁
ト
マ
ソ
ン
﹂
と
い
う
名
称
に
も
ま
�
た
く
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
�
﹁
ト

マ
ソ
ン
﹂
の
本
が
送
ら
れ
て
き
た
の
は
�
こ
の
集
ま
り
の
後
で
す
�
﹁
超
芸
術
﹂
と
い
う
の
は
�
ち
�
�
と
大
げ

さ
だ
な
と
思
い
な
が
ら
�
ど
こ
か
�
自
分
の
領
域
に
オ
�
バ
�
ラ
�
プ
し
て
い
る
世
界
は
感
じ
ま
し
た
�

　

ト
マ
ソ
ン
は
�
正
直
な
と
こ
ろ
�
写
さ
れ
て
い
る
も
の
が
﹁
物
件
﹂
的
す
ぎ
る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
�

と
は
い
え
�
﹁
意
図
さ
れ
て
い
な
い
の
に
�
何
だ
か
芸
術
�
ぽ
い
﹂
�
と
思
う
も
の
に
は
�
足
を
止
め
て
写
真

を
撮
�
た
り
し
て
は
い
た
の
で
�
そ
の
部
分
で
は
オ
�
バ
�
ラ
�
プ
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
�
﹁
ト
マ
ソ
ン
﹂
の
核
心
は
�
﹁
ま
だ
価
値
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
何
か
﹂

で
あ
り
�
そ
れ
を
感
じ
る
﹁
感
性
﹂
が
必
要
で
あ
り
�
そ
う
い
�
た
﹁
見

方
﹂
が
重
要
�
そ
れ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
�
僕
は
漠
然
と
感
じ
て
�

シ
�
�
タ
�
を
押
し
て
い
た
の
を
�
﹁
ち
�
ん
と
そ
れ
を
意
識
し
て

い
る
﹂
の
が
大
違
い
�
﹁
僕
が
歩
い
て
い
る
道
は
こ
�
ち
で
い
い

ん
だ
﹂
と
い
う
こ
と
も
赤
瀬
川
さ
ん
に
出
会
�
た
お
陰
で
す
�

﹁
お
や
�
？
﹂
と
思
う
�
そ
の
﹁
何
か
﹂
は
�
そ
う
簡
単
に
は
答

え
が
出
な
い
と
こ
ろ
が
面
白
い
�
と
い
う
こ
と
も
�
赤
瀬
川
さ
ん

に
は
教
わ
り
ま
し
た
�

赤瀬川さんの背中

林丈二
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1998年
11月14日・・ 中央区

2月20日・・ 千代田区

7月25日・・ 台東区

9月5日・・・ 港区

9月23日・・ 文京区

10月28日・・ 新宿区

11月8日・・・ 豊島区

11月26日・・ 江東区

6月7日・・・ 渋谷区

2月5日・・・ 墨田区

1999年

2004年
1月3日・・・ 荒川区

1月9日・・・ 足立区

2月10日・・ 世田谷区

2月20日・・ 北区

3月5日・・・ 杉並区・中野区

3月26日・・ 板橋区

4月26日・・・ 練馬区

5月25日・・・ 目黒区

5月28日・・・ 大田区

2000年

2001年

10月11日・・ 品川区

12月4日・・ 葛飾区・江戸川区

2003年

「路上観察家」としては、

1986 年 6月 10 日に

「路上観察学会」が発足してから

注

注
最初に路上観察的な見方で

23 区を歩き出したのは

「マンホールのふた」出版に

向けた 1982 年から

林
丈
二
さ
ん
の

路
上
観
察
ス
ナ
ッ
プ

名
作
選

路上観察家としての林丈二さんを振り返ります。

﹁
あ
れ
も
こ
れ
も
や
�
て
み
た
い
帖
﹂
か
ら
�
2
0
0
5
年
6
月
23
日(

木)

に
実
践

﹁
歯
医
者
さ
ん
の
待
合
室
﹂
連
載
︵
2
0
0
5
年
9
月
号
︶

「ニワトリテレビ」

1982 年 4月 10 日撮影

北区にて

「ニワトリバット」

1983 年 1 月撮影

荒川区にて

「眼鏡屋の目」

1983 年 11 月 21 日撮影

品川区にて

「自転車ドレス」

1986 年 11 月 27 日撮影／台東区にて

路上観察家、イラストレーター、エッセイスト、

そして明治文化研究家。

小学校時代からの調査マニア。

林丈二／はやしじょうじ

1947年 東京練馬区に誕生



マンホールの蓋の写真を撮って歩いているときに、地図

を使ってマーキングして行きました。同じところを歩い

て無駄な作業をしなくていいように。でもね、マンホー

ルの蓋以外にも、面白いものがあるんですよ、路上に

は。気を取られないようにはしていたんだけど、どうして

も気になるものが出てくる。そのひとつが『ニワトリ・テ

レビ』です。壊れたテレビの中で飼われているニワトリ

がいて、生き物だから、いま撮っておかなければ死んで

しまうかも知れないでしょ。で、シャッターを切った。そ

れが今でいう路上観察的なものにつながっています。

その後、地図をたどって東京を歩こうと思い立ったわけ

ですが、調べてみたら23区内で歩ける道1万1,000キロ

くらいで、毎日10キロ歩けば3年半くらいで歩けちゃう。

とはいえ、実際には365日そんなことばかりしていられ

ない。いまはその8割くらい歩いたかな。でもね、目的

は、歩くことじゃないし、地図をたどることでもない。な

にか面白いものを見つける、そしてそれを楽しむ。感覚

としては、道草なんですよ。たとえば、写真を撮るにして

も、ただ言われたままのものを撮る人もいるでしょ。そ

れが悪いわけじゃなくて、ほかの人とは違うものを見つ

けて表現したいなら、自分が惹かれることを探さない

と。結局、僕は誰かのために何かをやっているわけじゃ

なくて、自分を喜ばせるためにやっているんです。

「旅の絵日記 ―エハガキの愉しみ3ー」より

2022年9月21日撮影・取材時、アトリエにて（展示販売予定）

2022年9月21日撮影・取材時、アトリエにて、奥様節子さんと

林丈二さんといえば「マンホールのふた」を思い浮か
べるひとも多いと思います。どうして惹かれるように
なったのでしょう。

〈サンリオ〉を退社してからフリーのデザイナーになった

のですが、しばらくして母が亡くなったんです。58歳とい

う若さで。母は医者の家に嫁いで、ずっと家と医院を切り

盛りすることにかかりっきりだった。自分のやりたいこと

も、きっとあったでしょう。でも、できなかった。でね「急

がなきゃ！」と思ったわけですよ。僕だっていくつまで生き

られるかわからない。それなら、好きなことをして生きて

いこう、と。

マンホールの蓋の写真は、実は学生時代から撮り始めて

いました。古本屋で買ったデザインの本に、マンホールの

蓋の写真が何種類か載っているページがあって、おもし

ろいな、と。自分で撮った写真はいつかまとめて本にした

い、とは思っていたのですが、そんな悠長なことは言って

いられない。だって、その前に死んじゃうかも知れないん

だから。で、仕事を続けながら、1年かけて日本中を歩き

回って一気に撮影しました。もう休みも何もなかったです

ね。テレビもいっさい観なかった。

本にするために、最初は大きな出版社に掛け合いまし

た。でも「マンホールのふたなんて」と言われてしまって。

そしたら、知り合いの小さな出版社の人がね「面白そうだ

からうちでやろう。マンホールのメーカーさんにスポン

サーになってもらおう」と。で、日本でいちばん大きい〈日

之出水道機器株式会社〉って九州のマンホールのメー

カーに行ってみたら、そこの部長さんが、マンホールの蓋

の歴史に関心がある人だったんですよ、たまたま。それで

販売促進用に1,000冊だけつくることになりました。

「マンホールのふた」がきっかけで、路上のさまざまな

ものに興味を持ったり、いろいろな人とつながったりす

るようになったんですね。

そんな自分のためにやっていることに興味を持ってくれ

たのが、作家の赤瀬川原平さんや建築史家の藤森照信

さんたちです。彼らが興味を持ってくれたもののひとつ

に『靴底で集めたヨーロッパ』というのがあるのです

が、これは、ヨーロッパを歩いているときに、足を痛め

ないよう靴の底についた小石をはじくりだしたことが

きっかけ。石たちを眺めているうちに、捨てちゃうのは

もったいないなあ、と。実際、ビンに詰めて飾ってみた

ら、それぞれの街の色が感じられて、なかなか美しい。

そういえば、『靴底で集めたヨーロッパ』ってタイトルを

つけてくれたのも赤瀬川さんだったかなあ。赤瀬川さん

との出会いは、僕にとって本当に僥倖でしたね。このま

ま僕のやりたいと思うことを続けていっていいんだ、と

思えるようになったんですから。

「マンホールのふた〈日本編〉」1984年3月30日

「靴底で集めたヨーロッパ」1984年ごろ。ヨーロッパ100日（非売品）

SUTでは『旅の絵日記 ―エハガキの愉しみ3ー』が人

気なのですが、絵はがきについてお聞かせください。

その後、『サライ』と『毎日グラフ』で連載がスタートす
るわけですが、どんな記事を書いておられたのですか？

とにかく思いついたことを、誰もやっていないこと書いて

みようと考えていたかなあ。雑誌の仕事がくる前に、アイ

ディア帳にやりたいをバーッと書いていたんですよ。だか

ら、実は、それを順番にこなしただけっていうか。最初に

書いたのは、夏目漱石の『吾輩は猫である』の猫のこと。

これは、実際に漱石が飼っていた猫で、漱石の奥さんの

文章に、真っ黒い猫だって書いてあったんです。文京区の

千駄木で飼っていて、早稲田に越すときに連れて行った

と。もともと野良の雄猫だったというので、その周辺で子

孫がいるんじゃないかと考えて、探しに行きました。そう

いうフィールドワーク的なことって誰もやっていない。そし

たら、真っ黒いのがいましたよ、すぐ近くのお豆腐屋さん

に。僕は、絶対、あいつだと思います（笑）

結局のところ、何を思いつくか、がスタートになるんです

ね。そのひらめきが「起承転結」でいえば「起」。といっ

ても、僕は筋が通ったことが苦手で、いつも「起承転転」

なんですが（笑）どうしたら面白くなるか考えて、文章と

写真やイラストとで表現することが「承」や「転」。あえて

いえば、人によって違う見方こそ「結」ですかね。作品を

見る人にも「こんなふうにも見える」「あんなふうにも見え

る」といろいろな捉え方をしてほしいです。

僕はアイディア帳をつくっていますけど、何か表現したい

人は、そういうものがあるといいですね。記録しておく

と、その中には自分自身の何かが入ります。記録しなかっ

たら、自分が感じたことも忘れちゃう。人によって見る部

分は違っていて、どこにピントを合わせるかはそれぞれだ

けど、ピントは合わせなきゃダメなんですよ。曖昧に見て

いたらぼんやりするだけで、その先の広がりがない。1回

ピントを合わせる作業をすると、自分が気に入ったものに

ピントが合うようになるし、楽しみも広がります。

もともとは、入院中だった漫画家の杉浦日向子さんを励

まそうと絵はがきを出したのがきっかけです。その後、旅

先から家内に、僕が元気でやっているということを知らせ

るために書くようになりました。家内宛だけで100枚はあ

るかな。どうせ書くなら、家内が楽しんでくれたらいいな、

そのために僕も旅を楽しもう、そんな気持ちでしたね。

いわゆる絵はがき的なものっていうのは、観光絵はがき

じゃないですか。それはそれでいいんだけど、誰もが気が

つく素晴らしいものじゃなくて、僕は、目立たないなかに

小さな光を放っているものに気づいて、それを知らせた

い。その土地の暮らしが見える何かとか、ね。

今はSNSでアップしたりもしていますが、それらは絵はが

きみたいに形が残らない。自分の手を実際に動かして表現

するという時間をかけて、それに気持ちを乗せるっていう

のは、デジタルの画像とは絶対に違うんじゃないかな。見

る人にとっても、こういう手ざわりの感覚みたいなものは、

すごく面白いと思うし、何かしらが伝わると思っています。

最後に、アトリエについて伺います。終活として、アナロ

グ的に整理していた資料をデータ化なさっているとか。

現在は、いわば“第一次”の終活で、ほぼ半分整理が終

わっています。PCがない時代は、全部コピーして、新聞記

事なんかはA4にひとつの記事を入れるようにして分類し

ていました。これが膨大になってしまって、処理できなく

なったんですよ。項目だけでも2,000ぐらいあるし、どんど

ん細分化していくうえに、要素もさらに増えていく。なの

で、スキャンしてデータ保存するようにしたんです。具体的

には、新聞記事は項目だけで18万件入っています。明治

の資料に関しては14万件。それらが、いまは検索すればい

つでもすぐに取り出せる。PCに保存するようになって、部

屋の中の棚を全部なくすことができました（笑）。

この終活は、僕ひとりでやっているわけではなくて、家内

が手伝ってくれているんです。いや「手伝う」じゃなくて

「一緒に」かな。二人三脚っていってもいいくらい。

「えーっと、あのときのあれは…」なんてことは、家内のほ

うがよくわかっているかも。ほんとうに、有難い存在です。

それと、あのときの僕の直感にも感謝ですね（笑）

僕にとって、アトリエは、自分の頭の中を分類・整理した

棚と同じなんですよね。アイディア帳の大がかりなものっ

ていうか。だから、PCで膨大な量が処理できるようになっ

て、本当によかったです。今回SUTさんのイベントで、僕の

アトリエを再現してくれるというので、どんな展示になるの

か、僕自身すごく楽しみにしています。

「ニワトリ小屋テレビ」1982年4月10日撮影、東京都北区にて

林丈二さんの肩書きって何になるのでしょう。文章も書けば、イラストも

描く。明治文化研究家であり、路上観察学家でもある。若いころ、

実家の医院を継ぐことを拒み、思い立って武蔵野美術大学に入学。

キャンパスで出会った奥さまと、言葉をかわさないまま直感で

結婚を決意。せっかく入社した〈サンリオ〉を辞めて、好きなことを

とことん追求していく。これぞ、まさに、インスピレーションの人。

つまるところ、林丈二さんは林丈二さんたるべく生まれてきたんですね。

2022年9月21日／アトリエからの景色

自分のためにやっていることなんだけど、
ほかの人が喜んでくれたら、それもまた楽しい。

アトリエは、いわば僕の頭の中。
どんなふうに展示してもらえるか楽しみ。

やりたいことは、いまやらなくちゃ。
そう思うようになったのは、母の死がきっかけ。

マンホールの蓋から、路上観察へ。
「おっ！」と感じる、その中に自分自身がある。

SPECIAL INTERVIEW
林 丈二さん

Interview：Haj ime  Shimizu

Text：Rika Watanabe 

Photo：Ryo Inoue

2022.09.21 mon.

自分なりにものを見て、ピントを合わせる。
そこから何かが生まれるし、楽しみも広がる。
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